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６
月
８
日（
火
）、
水
戸
市
立
飯
富

小
学
校
（
鈴
木
睦
校
長
）
の
２
年
生

と
５
年
生
の
児
童
が
、
さ
つ
ま
い
も

の
苗
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
達
が
農
業
体
験

を
通
じ
て
生
き
る
力
を
育
み
、
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
水
戸
市
農
業
委
員
会
等
が
実

施
し
て
い
る
「
水
戸
市
ア
グ
リ
メ
イ

ト
い
き
い
き
農
業
体
験
事
業
」
の
一

環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
今
年
度

は
飯
富
小
学
校
を
含
む
市
内
の
小
中

学
校
19
校
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
じ
ん
わ

り
と
汗
ば
む
よ
う
な
気
温
の
中
、
学

校
の
南
側
に
あ
る
畑
に
児
童
た
ち
が

集
合
し
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら
苗
植

え
の
方
法
を
教
わ
っ
た
後
に
、
体
験

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
、
５
年
生
が
２
年
生

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
苗
植
え
を
行

い
ま
し
た
。
苗
を
挿
し
込
む
穴
が
小

さ
く
、
苦
戦
す
る
２
年
生
を
見
て
、

５
年
生
は
、「
ま
ず
ビ
ニ
ー
ル
に
穴

を
あ
け
よ
う
。
そ
う
し
た
ら
、
優
し

く
植
え
て
あ
げ
て
ね
。」
な
ど
と
積

極
的
に
声
を
か
け
て
あ
げ
る
光
景
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
５
年
生
が
苗
植
え
を
行
い

ま
し
た
。「
愛
情
を
こ
め
て
ね
。」
と

い
う
先
生
の
声
掛
け
に
対
し
、「
お

い
し
く
な
あ
れ
。
お
い
し
く
な
あ

れ
。」
と
み
ん
な
で
声
を
合
わ
せ
て

植
え
た
り
、
大
き
く
育
つ
た
め
に
は

ど
の
よ
う
に
土
を
盛
っ
た
ら
良
い
の

か
と
先
生
に
質
問
し
た
り
と
、
児
童

自
ら
が
積
極
的
に
農
業
に
関
わ
っ
て

い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
秋
に
は
、
こ
の
日
植
え
た
さ
つ
ま

い
も
の
他
に
、
同
校
の
児
童
が
植
え

た
青
パ
パ
イ
ヤ
の
収
穫
も
行
う
と
の

こ
と
で
、
収
穫
の
時
期
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
様
子
も
伺
え
ま
し
た
。

ア
グ
リ
メ
イ
ト
い
き
い
き
農
業
体
験
事
業

～
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
体
験
　
飯
富
小
学
校
～



令和３年７月 （2）水戸市農業委員会だより

　
令
和
３
年
６
月
議
会
の
同
意
を
得

て
、
７
月
に
市
長
が
新
た
に
２
名
の

農
業
委
員
を
任
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
が
よ
り

豊
か
な
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
国

民
年
金
に
上
乗
せ
し
た
任
意
加
入
の

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　
農
業
に
従
事
す
る
方
は
広
く
加
入

で
き
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

は
、
保
険
料
の
国
庫
助
成
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
給
す
る

年
金
に
つ
い
て
も
、
公
的
年
金
等
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　
農
業
委
員
会
事
務
局
農
政
係

　
（
☎
２
２
４
・
１
１
１
１

　
内
線
６
４
３
２
）

５
日（
月
）

　
第
９
回
運
営
委
員
会

13
日（
火
）

　
第
10
回
総
会

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
協
議
会

15
日（
木
）

　
西
部
地
区
連
絡
会

20
日（
火
）

　
中
部
地
区
連
絡
会

26
日（
月
）

　
東
部
地
区
連
絡
会

６
日（
木
）

　
第
10
回
運
営
委
員
会

13
日（
木
）

　
第
11
回
総
会

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
協
議
会

17
日（
月
）

　
西
部
地
区
連
絡
会

20
日（
木
）

　
中
部
地
区
連
絡
会

25
日（
火
）

　
東
部
地
区
連
絡
会

４
日（
金
）

　
第
11
回
運
営
委
員
会

７
日（
月
）

い
ば
ら
き
農
業
委
員
会
女
性
協
議

会
役
員
会

11
日（
金
）

　
第
12
回
総
会

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
協
議
会

15
日（
火
）

　
西
部
地
区
連
絡
会

21
日（
月
）

　
中
部
地
区
連
絡
会

25
日（
金
）

　
東
部
地
区
連
絡
会

【
東
部
地
区
】

　
任
期
は
令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
７
月
19
日
ま
で
で
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 新

し
く
２
名
の

新
し
く
２
名
の

農
業
委
員
が
任
命

農
業
委
員
が
任
命

さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か 

農
業
委
員
会
活
動
報
告

４
月
～
６
月

【
中
部
地
区
】

※上のケースは、通常加入で保険料月額２万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が0.25％とな
った場合の試算です。

農業者年金の年額支給額の試算
加入年齢 納付期間 保険料

納付総額
年金額（年額） 想定される受給総額

男　性 女　性 男　性 女　性
20歳 40年 960万円 76万円 64万円 1,624万円 1,717万円
30歳 30年 720万円 50万円 42万円 1,078万円 1,139万円
40歳 20年 480万円 30万円 25万円 638万円 675万円
50歳 10年 240万円 13万円 11万円 284万円 301万円

飛田　信広
（大場地区）

加倉井　幸夫
（飯富地区）

４
月

５
月

６
月



令和３年７月（3） 水戸市農業委員会だより

　「湿田の解消に」，「田んぼを畑に」といった目的で自ら盛土を行う場合，農業委員会と事前に協

議を行う必要があります。

▽耕作に適した農地にするために，農地に埋立てをおこなうものです。

▽盛土に使用する土質については，耕作に適した良質土のみとなります。

▽隣接地の用途に支障をきたすことがないよう，埋立てを行う場合においても，高さ制限がありま

　す。

▽埋立面積は3,000㎡未満です。

▽期間はおおむね180日以内です。

▽農地の埋立等に使用する建設発生土等の発生元を明確にすることが必要です。

▽事業実施の１か月前までに所定の用紙に必要書類を添えた協議が必要です。

▽工事施工後は，農地として耕作の用に供する計画であることが必要です。

※書類の受付や相談は随時受付けておりますので，ご不明な点はお問い合わせください。

《お問合せ先》農業委員会事務局調査広報係（☎224-1111　内線6422）

　
農
業
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、

農
家
を
支
援
す
る
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
な
が
ら
、
補
助
労
働

力
を
必
要
と
す
る
農
家
へ
農
業
ヘ
ル

パ
ー
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
ヘ
ル
パ
ー
登
録
者

は
42
名
お
り
ま
す
が
、
令
和
２
年
度

の
求
人
依
頼
の
件
数
は
13
件
し
か
な

く
、
ヘ
ル
パ
ー
登
録
者
に
対
し
求
人

依
頼
が
少
な
い
状
況
で
す
。

　
補
助
労
働
力
を
必
要
と
す
る
農
家

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
業

ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
に
是
非
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
農
家
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
水
戸
市
ふ
る
さ
と
農
場
に

お
い
て
農
作
業
の
実
技
研
修
会
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

《
お
問
合
せ
先
》

　
（
一
財
）
水
戸
市
農
業
公
社
内

　
農
業
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
２
５
１
・
５
５
３
２
）

農
業
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

全国農業新聞を購読しませんか全国農業新聞を購読しませんか

　○発行日：毎週金曜日　　○購読料：月額700円（税・送料込）
《お問合せ先》農業委員会事務局調査広報係（☎224-1111　内線6422）

　全国農業新聞は、昭和27年に創刊され、農政
の動きや、現場で役立つ栽培技術・流通の情報、
魅力的な農家の取組などを幅広く伝え、担い手の
皆様の経営発展に役立つ新聞です。
　ぜひ一度手に取っていただき、農業の情報収集
のツールとして購読してみませんか。

農地改良には事前協議が必要です農地改良には事前協議が必要です

農地改良とは

農地改良を行う際の主な要点

☆研修の様子☆☆研修の様子☆



令和３年７月 （4）水戸市農業委員会だより

農作業事故にご注意ください農作業事故にご注意ください
　令和２年に茨城県内で発生した農作業事故件数は228件で，うち水戸市内は４件でした。
　月別にみると，８月が45件と最も多く，次いで９月が31件でした。
　近年は，夏場に農作業事故（熱中症を含む）の発生割合が高くなっています。

　夏場は特に熱中症に注意が必要です。高温時の作業は極力避けて，作業中は水分補給をし，こま
めに休憩をとりましょう。

　また，死亡事故は８件あり，うち５件はトラクター等の農業機械での事故でした。
　トラクターでの事故は，走行中の転落・転倒や作業機への巻き込まれ等の他にも，作業機の交
換・点検時，乗降車での転落等，停止中にも発生しています。

　慣れた作業と油断せずに安全を心がけて十分にご注意ください。
　また，万一の事態の備えとして，事故に対応した保険への加入をお願いします。

　
市
内
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
盗
難
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

▼
盗
難
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を

　
農
作
業
後
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
田

畑
に
停
め
た
ま
ま
に
せ
ず
、
鍵
が
か

か
る
倉
庫
に
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
や
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
、
警
報
装
置
等
の
防
犯
用

品
を
活
用
す
る
な
ど
、
防
犯
対
策
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
す
み
や
か
に
廃
車
手
続
き
を

　
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
、
廃
車
手
続

を
し
な
い
と
来
年
度
以
降
も
税
金
が

か
か
り
ま
す
。

　
警
察
署
ま
た
は
交
番
に
被
害
の
届

出
を
し
た
う
え
で
、
届
を
出
し
た
警

察
署
名
（
交
番
名
）・
届
出
日
・
受

理
番
号
を
控
え
、
市
民
税
課
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

《
お
問
合
せ
先
》

市
民
税
課
諸
税
係
（
廃
車
手
続
き

に
つ
い
て
）

　
（
☎
２
２
４
・
１
１
１
１

　
内
線
１
５
８
１
）

　
例
年
、田
植
え
の
季
節
に
な
る
と
、

普
段
の
田
ん
ぼ
で
は
見
か
け
な
い
若

い
人
達
の
姿
が
見
え
ま
す
。そ
れ
は
、

連
休
を
利
用
し
て
、
実
家
の
田
植
え

を
手
伝
い
に
来
て
い
る
人
達
で
す
。

　
農
業
の
後
継
者
不
足
は
深
刻
に
な

っ
て
い
ま
す
。
か
く
い
う
私
も
、
家

の
跡
取
り
は
い
て
も
農
業
後
継
者
は

い
ま
せ
ん
。
健
康
に
留
意
し
て
、
頑

張
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
頑
張
る
し
か
な

い
の
で
す
。

　
さ
て
、
水
戸
市
内
各
地
で
は
、
土

地
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
で
は
、
集
積
率
を
高

く
し
、
助
成
事
業
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
地
元
負
担
金
を
安
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
中
間
管
理
機

構
を
通
し
て
10
年
以
上
農
地
の
貸
借

を
結
ぶ
こ
と
で
、
地
域
集
積
協
力
金

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
少
し
で
も
有
利
に
土
地
改
良
事
業

を
進
め
て
い
く
に
は
、
地
域
の
話
し

合
い
に
よ
っ
て
、
担
い
手
と
な
る
認

定
農
業
者
に
農
地
を
集
積
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
地
域
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
農
業
委
員
　
髙
橋
　
基
）

　
田
植
え
の
忙
し
い
時
期
が
終
了

し
、
ほ
っ
と
す
る
間
も
な
く
、
次
の

作
業
に
励
む
毎
日
で
す
。

　
農
業
は
毎
日
が
仕
事
で
す
。天
候・

気
温
・
周
り
の
環
境
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
難
し
く
奥
の
深
い
地
味

な
努
力
が
必
要
と
な
り
、日
々
勉
強
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
昨
年
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
私
達
の

生
活
も
一
変
し
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
行
事
、
会
合
が
中
止

に
な
っ
た
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
活
気
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
日

も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
も

深
刻
で
す
。『
令
和
３
年
度
、
米
価

は
大
幅
に
下
落
』
と
い
っ
た
記
事
も

見
逃
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
暗
い

ト
ン
ネ
ル
の
中
に
入
っ
た
よ
う
な
状

況
で
す
が
、
少
し
で
も
明
る
い
出
口

を
見
つ
け
、
活
性
化
を
図
り
た
い
思

い
で
す
。

　
微
力
な
が
ら
、農
業
発
展
の
た
め
、

地
域
の
方
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
農
業
委
員
　
一
木
　
克
昭
）

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー

の
盗
難
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

農
業
委
員
の
ひ
と
こ
と


